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〈論 文〉 
技術経営方法論としてのシナリオ･プラニングの重要性 
― 米国事例研究を通じた日本企業への示唆 ― 
山 本 尚 利 * 
 
The Importance of Scenario Planning as an MOT 
（Management of Technology）Methodology 




This article insists on the importance of scenario planning as an MOT (Management of 
Technology) methodology through the U.S. case study. The Japanese global technological companies 
which practice MOT face the very uncertain business environment. The scenario planning is one of 
the indispensable MOT methodologies in order to minimize the business risk under uncertainty. 
 
















＊ 早稲田大学大学院商学研究科 教授 
早稲田大学 WBS 研究センター 
早稲田国際経営研究 
No.40（2009）pp. 23-32 




































─   ─ 25
 3 ．21世紀初頭の「原油価格乱高下」シナリオの開発 



























































































2004年 ピー ター ・シ ュ ワル ツ予測 値
注記：実績値は日本経済新聞2008年12月18日よ り作成注 実績値は日本経済新聞2008年12月18日より作成 出所：外部データに基づき筆者作成（200 2 末） 
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ロシア、インド、中国の 4 カ国）の経済高度成長による石油需要の急増によってもたらされる。しかし
ながら、いくつかのサプライズが起きて石油需要が減る。その結果、原油価格の下落が起きると予測し
ている。そのサプライズとして、（ 1 ）中国とインド（以下、中印と称す）の経済バブル崩壊、（ 2 ）世
界恐慌、（ 3 ）戦争、（ 4 ）地球の急激な気候変化、（ 5 ）省エネルギー技術革新、の 5 つが想定されて
いる。 
 
 4 ．「サプライズ」シナリオの検証 
ピーター・シュワルツらが2004年前後に予測した2007年から08年にかけて起きる 5 つの「サプライ
ズ」現象で、2009年初頭時点である程度検証できるのは主に（ 1 ）中印の経済バブル崩壊、（ 2 ）世界







 4 ．1 「世界恐慌」というサプライズ・シナリオ 
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 5 ．米国のシナリオ戦略構想力の驚異 















なわち（ 1 ）中国金融システムおよび国営企業の脆弱性、（ 2 ）贈収賄主導経済の限界、（ 3 ）水不足と
大気汚染、（ 4 ）外資による中国投資の後退、（ 5 ）エイズや鳥インフルエンザなど伝染病の蔓延という
パンデミック・リスク、（ 6 ）高失業率、貧困、社会不安、（ 7 ）エネルギー資源の購買力不足、（ 8 ）台
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 5 ．2 世界同時金融危機に関する米国のシナリオ戦略 
2008年後半に勃発した世界同時金融危機の発端は、米国で2006年末に表面化したサブプライム・ロ























今回の未曾有の金融危機は皮肉にも、米国政官財指導層が密かに脅威を抱く BRIC s の経済発展を抑制
する派生（デリバティブ）効果があるのは事実である。 
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